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①これまでの経緯、取り組むきっかけ
（栽培品目、栽培組織など）



会社概要

• 2011年 創業

• 2012年 茶・ハーブティの販売開始、農業のテスト生産開始

• 2015年 個人農家を正社員（役員）として採用

本格的に農業生産開始（茶、ハーブ10種程度）

• 2016年 ハーブの乾燥開始

• 2018年 社員を連れて、米国カリフォルニアのオーガニック・サプリメント市場及び生産圃場を調査

Global G.A.P.を取得（現在は、茶、ハーブ）

弊社乾燥ハーブが高評価を得て、各所にて取り上げられるようになる

JR九州ななつ星、西鉄RAIL KITCHEN CHIKUGO、フレンチレストラン、各種デパート・モール等

秋・冬期のレタスの生産開始

• 2019年 乾燥・加工工場のJFS-Bを取得

• 2020年 生薬テスト生産開始

地元医療系大学、日本高血圧学会等と予防食などについて検討開始

• 2021年 生薬本生産開始、大型乾燥機械、選別器の導入



現在の耕作面積など

• 茶 約10ha

• レタス 約 3ha

• ハーブ類 約 1ha

• 生薬（テスト生産分） 約 1.2ha



茶

•圃場事に、
Global G.A.P.
の立て看板
を設置



ハーブ
（ローズマリー）



蘇葉（赤しそ）



各種商品

ハーブティ、茶、ハーブソルト、全粒粉麺など
30種程度の製品を企画開発販売



そもそも、なぜ、生薬の生産？

• 価格が極端には左右されない

• 加工を伴う

• 弊社がハーブで培った技術を、生育及び乾燥技術ともに応用できる

• 気候が合っている



契約がまとまるまで

• 2018年10月 新規事業として、生薬生産を社内にて検討、情報収集開始

• 2018年11月22日 業界のことを知るため、薬用作物産地支援協議会開催の地域説明会に参加

• 2019年 闇雲に生薬メーカーに営業、本協議会の「売ります・買います情報」に登録

• 2020年 春 上記情報を見られた生薬メーカー様と折衝開始、圃場視察、契約締結

• 2020年 夏 蘇葉のテスト生産開始 → 納品

• 2021年 蘇葉の本生産開始予定

現在に至る



漢方メーカー様から評価いただい
ている点

• 品質管理能力

2018年 Global G.A.P. 取得（茶、ハーブ）

2019年 JFS-B取得（茶及びハーブの加工、梱包）

↓

メーカーが要求する生薬GACPに対応可能

• 乾燥技術

ハーブ乾燥で構築した乾燥技術及び考え方

• 安定的な農業生産実績
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GLOBALG.A.P. Control Points & Compliance Criteria Integrated Farm Assurance Version 5.2_Feb2019 

Option 1 – Individual Producer 

 
 

 

As declared by the Certification Body (AsureQuality Limited) for the production of the products mentioned on this certificate as per the 

attached Schedule One. 

 

 

 

 

 

Schedule Two contains details of the production sites included in the scope of this certificate. 
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②経緯の過程での障害
及びその障害の乗り越え方
（内的要因）

•生産そのものについては、それほど問題ありま
せん。

•加工については、やはり経験の蓄積と投資力

•品質管理やプロセス管理について、意識改革と
人材の育成が超重要！



②経緯の過程での障害
及びその障害の乗り越え方
（外的要因）

•例えば、いわゆる生鮮作物と生薬用原料とは栽
培・摘採方法や検査・評価項目が異なるにもか
かわらず、農薬の使用方法などについて、農業
での運用を転用されているだけ

•話が長くなるので、あとのパネルディスカッ
ションにて話します

•いずれにせよ、生薬生産のための各種管理に係
るルール整備について、監督・関連官庁、製造
メーカー及び農業生産者間においてもっと議論
が必要



③現在に至った成功要因は何か？
現在直面している課題は何か？

•結論から言えば、まだ成功しておりません。

•特に品質管理について、管理部門と実地部門と
での意識の違いが浮き彫りになった1年

•業界・行政・実地の三者にて、目的・目標の明
示や、課題の共有と解決に向けた議論が必要



④取引実績（取引量、売上高など）

•現在は、蘇葉（赤しそ）のみ

作付面積：約1.2ha

売上高 ：目標の半分程度



今後の目標
2020年からの進捗

• 2021年、蘇葉1ha生産予定

→ とりあえず達成しました。ただし、売上は達成しておりません。

• 2030年までに品目を拡大し生薬生産を30ha以上に拡大する

→ 進行中

• 将来的には、八女地域がハーブ・生薬として有名な地となるようにする

→ すでに数品種のオファーをいただいており、一部実行に移しています。

「八女ハーブ生産者協議会」のメンバーで品目毎に役割分担して実行。

・農医連携拠点構築



一般社団法人八女ハーブ生産者協会
地域での取組へ

• 2020年1月「一般社団法人 八女ハーブ生産者協会」
を設立

• 新しいことをやることが大好きな生産農家を、この
指とまれ的に募集

• メンバーは4社（2021年9月現在）

• 元々は、弊社で取り組んでいたハーブ生産の為の組
織

• 2020年春に、急遽生薬生産の契約がまとまったため、
同協会にて生薬の生産も行うことにした。

• 生産圃場の分散によるリスクヘッジ、生産展開の加
速などを目的とする

• 現時点では、自治体からの支援は受けていない

• ちなみに、後ろの古民家が拠点です！（YAME BASE）



参入するにあたってのポイント
あえてきつめの提言

• キーワードは「品質管理」「プロセス管理」

• 医薬品を作るという意識を持つ（もはや農産品ではない）

• 生産物の評価指標が全く異なることを理解する

• 正直バリバリ儲かるものではない

• 数字とスケジュール管理が苦手な人は参入しない方が良い

逆に言えば、これができる方であれば、未来が見えてくると思います！！



連絡先

•住所 ：福岡県八女市津江1215

•電話番号 ：0943－24－9099

•ウェブサイト：https://nakamura-en.jp/

•コンタクト先：https://nakamura-en.jp/contact

https://nakamura-en.jp/
https://nakamura-en.jp/contact

